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美しいハーモニー美しいハーモニー

新入生～高校生活のはじまり～

バスケットボール

誓いの言葉
～期待に胸が膨らみます～

サッカー

バレーボール

入学式
4月

6月

スポーツ
フェスティバル

合唱コンクール
7月

一日旅行
5月

学園の
四季
学園の
四季
学園の
四季

憧れの東京大学



　須賀学園創立119周年を記念した中学・高校合同の学校祭が
11月2日に大勢のお客様をお迎えし、本学園教育会館と須賀栄子記
念講堂大ホールにて盛大に行われました。
　各科・各クラス・各部ごとに日頃の勉強や練習の成果を披露すると
ともに、絆を深める1日となったようです。

輝く笑顔〜令和に響け青春の序章〜

模擬店のにぎわい

調理科卒業作品展示（教育会館）

生活教養科（野外ステージ）

音楽科によるオペレッタ上演 （須賀栄子記念講堂大ホール）

チアダンス部（野外ステージ）

生活教養科ファッションショー（須賀栄子記念講堂大ホール）

吹奏楽演奏会（須賀栄子記念講堂大ホール）

創立
119周年記念

学校祭
11月

プロローグ



本格的な冬を前に、
2年生は修学旅行に

出発。現地では、12月と
は思えない温暖な気候の

中、さまざまな体験を通し、
友情を深めてきました。

ひめゆりの塔に献花 サトウキビの収穫郷土料理

沖縄県立博物館おきみゅー 楽しかった班別行動おきなわワールド

美ら海水族館

琉球村 サンシンイノー観察

2年生は修学旅行に
出発。現地では、12月と

は思えない温暖な気候の
中、さまざまな体験を通し、

友情を深めてきました。

エイサー

修学旅行

in沖縄
R1.12



3年5組　矢田 正成入選『Esczpe』

3年5組　矢田 正成準特選『宿題』

2年17組　沼尾 柊入選『視線』 1年10組　新家 梓奨励賞『残暑の御三時』

2年9組　伊佐岡 徳真準特選『情意一体』

2年1組　星野 桃加準特選『ヒヒィィィィィン』

第41回栃木県高等学校総合
文化祭で学校賞を受賞した
写真部の入選作品です。

写真部
作品



－1－

A
I
は
東
大
に
合
格
で
き
な
い
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
読
解
力
は

A
I
に
取
っ
て
代
わ
れ
な
い
人
間

固
有
の
優
れ
た
能
力
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
ホ
ッ
と
す
る
お
話
で

す
。

　
私
は
、
文
章
や
図
表
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
上
か
紙
の
上
に

あ
る
か
に
は
関
わ
ら
ず
、
こ
う
し

た
読
解
力
こ
そ
が
真
の
学
力
の
基

礎
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
か
ら
、
勉
強
が
「
読
み
、
書
き
、

そ
ろ
ば
ん
」
と
言
わ
れ
て
き
た
所

以
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
と
は

　
先
ほ
ど
の
新
井
教
授
は
、「
事
実
に
つ
い
て
書
か
れ
た
短
文
を
正
確
に
読
む
ス
キ

ル
」
を
測
る
た
め
の
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
（
R
S
T
―
教
育
の
た
め

の
科
学
研
究
所
に
よ
る
）」
を
開
発
し
、
こ
の
二
年
間
に
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
十

一
万
人
が
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
。
本
校
の
国
語
科
の
先
生
も
先
日
、
東
京
で
受

験
し
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
、
七
項
目
の
選
択
式
二
十
八
問
を
実
質
三
十

分
で
回
答
す
る
簡
便
な
も
の
で
す
か
ら
、
今
年
は
、
皆
さ
ん
に
も
学
校
で
挑
戦
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
例
題
で
分
か
る
通
り
、
機
能
語
（
文
と
文
の
間
で
文
法
的
な
関
係
を
示
し
て
い

る
語
。
助
詞
、
前
置
詞
や
接
続
詞
、
例
え
ば
、
と
、
に
、
の
と
き
、
な
ら
ば
、
な
ど
）

を
正
確
に
理
解
し
な
い
と
、
正
解
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　R
S
T
の
例
題
（「
A
I
に
負
け
な
い
子
供
を
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
井
紀
子
二
〇
一
九
年
二
月
東
洋
経
済
新
報
社
）」
よ
り
）

（
注
）
R
S
T
は
、
以
下
の
七
項
目
か
ら
四
問
ず
つ
出
題
さ
れ
る
。

係
り
受
け
解
析
（
文
の
構
造
を
判
断
）、
照
応
解
決
（
指
示
代
名
詞
等
が

あ
ら
わ
す
も
の
）、
同
義
文
判
定
（
二
つ
の
文
の
意
味
は
同
一
か
ど
う
か
）、

推
論
（
文
の
意
味
を
常
識
で
理
解
）、
イ
メ
ー
ジ
同
定
（
文
章
を
図
や
グ

②
日
本
の
生
徒
は
他
国
に
比
べ
て

S
N
S
や
ゲ
ー
ム
に
費
や
す
時
間

が
多
い
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

使
用
を
制
限
し
て
、
読
書
や
グ

ル
ー
プ
学
習
の
時
間
を
増
や
す
べ

き
、
と
指
摘
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

　
A
I
（
人
工
知
能
）
を
使
っ
て

東
京
大
学
の
入
試
に
挑
戦
し
た

「
東
ロ
ボ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
国

立
情
報
学
研
究
所
新
井
紀
子
教
授

に
よ
る
）」
に
よ
れ
ば
、
A
I
は

人
間
の
常
識
に
基
づ
く
判
断
力
を

学
習
す
る
こ
と
が
不
得
意
な
こ
と

に
加
え
て
、
数
学
の
問
題
文
や
英

語
問
題
の
イ
ラ
ス
ト
を
理
解
す
る

力
が
乏
し
く
、
現
在
の
技
術
で
は

読
解
力
は
人
間
固
有
の
優
れ
た
能
力

　
経
済
協
力
開
発
機
構
（
O
E
C
D
）
が
進
め
て
い
る
P
I
S
A
と
呼
ば
れ
る
国

際
的
な
学
習
到
達
度
調
査
の
結
果
、
日
本
の
生
徒
（
十
五
歳
）
の
読
解
力
は
、
世

界
七
十
九
カ
国
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
急
激
に
下
降
（
二
〇
一
二
年
四
位
↓
二

〇
一
八
年
十
五
位
）
し
た
こ
と
が
昨
年
末
に
発
表
さ
れ
、
教
育
界
で
は
議
論
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
要
因
分
析
と
対
策
に
つ
い
て
は
、①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
上
（
C
B
T
方

式
）
で
行
わ
れ
る
調
査
に
日
本
人
は
不
慣
れ
な
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
全
国
の

小
中
学
生
に
一
人
一
台
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
を
配
備
す
る
と
の
方
針
が
あ
る
一
方
、

校 

　 

長
　
　 

須
　
賀
　
英
　
之
　

ラ
フ
と
比
べ
る
）、
具
体
例
同
定
（
言
葉
の
定
義
と
具
体
例
の
合
致
―
辞

書
と
理
数
系
教
科
書
の
由
来
に
よ
る
二
分
野
）

教
科
書
を
正
確
に
読
ん
で
理
解
す
る

　
文
部
科
学
省
に
よ
る
高
大
接
続
改
革
で
は
、新
し
い
学
力
の
三
要
素
と
し
て
「
知

識
・
技
能
」
に
加
え
て
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」、「
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
」

が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
（
二
〇
二
二
年
度
）
で
は
、

従
来
の「
国
語
総
合
」は「
言
語
文
化
」と「
現
代
の
国
語
」に
分
か
れ（
と
も
に
必
修
）、

現
代
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
論
理
的
か
つ
実
用
的
な
文
章
を
考
察
す
る
こ

と
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
「
論
理
国
語
（
選
択
）」
で
は
、
多
様
な
事
実

等
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
を
正
確
に
読
み
、
書
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
文
学
作
品
の
鑑
賞
と
は
異
な
る
読
解
力
が
、
こ
う
し

た
近
年
の
高
大
接
続
改
革
の
中
で
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
で
は
、
ど
う
し
た
ら
読
解
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
自

身
の
経
験
か
ら
述
べ
る
と
、
地
道
に
教
科
書
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
。

本
当
に
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
そ
の
要
旨
を
自
分
自
身
の
言
葉
で
ノ
ー

ト
に
書
い
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
測
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。「
ス
ワ
イ
プ
読
み
」

で
は
真
の
学
力
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
、高
校
で
学
ぶ
教
科
書
か
ら
出
題
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
、
ど
の
科
目
に
お
い
て
も
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を

た
だ
暗
記
す
る
だ
け
で
は
、
高
得
点
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
本
を
読
ん
だ
ら
、
感

想
文
だ
け
で
な
く
要
約
し
て
み
る
こ
と
。
ま
た
、
本
の
帯
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）

を
自
分
な
り
に
作
っ
て
み
る
こ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　「
リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン
桜
」
の
授
業
に
本
校
に
毎
月
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る
、
東

大
経
済
学
部
在
学
中
の
西
岡
壱
誠
さ
ん
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
東
大
読
書
」
の
中

で
「
本
を
た
だ
読
ん
で
は
い
け
な
い
。
本
の
読
者
で
は
な
く
、
著
者
に
取
材
す
る

記
者
の
気
持
ち
で
読
む
こ
と
、
つ
ま
り
記
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
な
ぜ
？
ど
う
し

て
？
と
考
え
る
、
書
い
て
あ
る
こ
と
は
本
当
？
と
疑
問
を
も
っ
て
自
分
で
考
え
て

み
る
こ
と
。」
を
勧
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
は
、
お
友
達
同
士
で
同
じ
本
を
読
ん
で
、

実
際
に
著
者
と
記
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
質
疑
を
交
わ
し
て
み
る
こ
と
も
楽
し

Ａ
Ⅰ
の
時
代
こ
そ
読
解
力
を
高
め
よ
うい

の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン
桜

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

楽
し
む
心
を
も
っ
て

　
　
　自
分
を
奮
い
立
た
せ
る

　
皆
さ
ん
は
、
創
立
一
二
〇
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
本
校
に
学
ん
で
い
ま
す
。

西
暦
一
九
〇
〇
年
に
須
賀
栄
子
先
生
は
、

二
十
七
歳
の
若
さ
で
学
園
を
創
立
さ
れ
、

以
来
三
十
五
年
に
わ
た
り
、
生
徒
と
寝
食

を
共
に
し
て
、
共
和
の
精
神
に
よ
り
実
践

に
徹
す
る
気
品
高
い
女
性
の
育
成
に
身
を

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
当
時
の
女

性
と
し
て
は
最
高
の
教
育
を
受
け
、
英
語
、

理
科
、
裁
縫
な
ど
を
学
び
、
史
記
や
論
語

な
ど
の
漢
籍
に
も
通
暁
し
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
。

　
孔
子
は
、「
之
（
こ
れ
）
を
知
る
者
は
、之
を
好
む
者
に
如
か
ず
。
之
を
好
む
者
は
、

之
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
。（
論
語
第
十
四
雍
也
篇
）」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
物
事
を
知
っ
た
だ
け
で
は
、
そ
れ
を
好
き
な
人
に
は
及
ば
な
い
。
そ
れ
を
好
き
な

だ
け
で
は
、
そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
る
人
に
は
か
な
わ
な
い
。」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
も
し
勉
強
に
く
じ
け
そ
う
な
時
に
は
、
ぜ
ひ
自
分
と
周
り
を
見
つ

め
直
し
て
、
文
章
を
読
み
、
書
き
、
学
ぶ
楽
し
み
を
見
つ
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

単
に
大
学
受
験
の
た
め
で
は
な
く
、
A
I
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
読
解
力
を
高
め

る
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
方
法
を
見
つ
け
て
、
楽
し
ん
で
、
そ
し
て
再
び
心
を
奮

い
立
た
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

1
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15

生徒の学習到達度調査（PISA)2018年調査結果
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A
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し
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。
読
解
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な
い
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間

固
有
の
優
れ
た
能
力
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
ホ
ッ
と
す
る
お
話
で

す
。

　
私
は
、
文
章
や
図
表
が
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ン

ピ
ュ
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の
画
面
上
か
紙
の
上
に
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る
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に
は
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わ
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ず
、
こ
う
し

た
読
解
力
こ
そ
が
真
の
学
力
の
基

礎
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
か
ら
、
勉
強
が
「
読
み
、
書
き
、

そ
ろ
ば
ん
」
と
言
わ
れ
て
き
た
所

以
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
と
は

　
先
ほ
ど
の
新
井
教
授
は
、「
事
実
に
つ
い
て
書
か
れ
た
短
文
を
正
確
に
読
む
ス
キ

ル
」
を
測
る
た
め
の
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リ
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デ
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ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
（
R
S
T
―
教
育
の
た
め

の
科
学
研
究
所
に
よ
る
）」
を
開
発
し
、
こ
の
二
年
間
に
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
十

一
万
人
が
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
。
本
校
の
国
語
科
の
先
生
も
先
日
、
東
京
で
受

験
し
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
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タ
上
で
、
七
項
目
の
選
択
式
二
十
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問
を
実
質
三
十

分
で
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す
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便
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も
の
で
す
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ら
、
今
年
は
、
皆
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に
も
学
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で
挑
戦
し
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よ
う
準
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を
進
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ま
す
。
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で
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通
り
、
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語
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文
と
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の
間
で
文
法
的
な
関
係
を
示
し
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い

る
語
。
助
詞
、
前
置
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や
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続
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、
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え
ば
、
と
、
に
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と
き
、
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ば
、
な
ど
）

を
正
確
に
理
解
し
な
い
と
、
正
解
は
得
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れ
ま
せ
ん
。
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S
T
の
例
題
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に
負
け
な
い
子
供
を
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
井
紀
子
二
〇
一
九
年
二
月
東
洋
経
済
新
報
社
）」
よ
り
）

（
注
）
R
S
T
は
、
以
下
の
七
項
目
か
ら
四
問
ず
つ
出
題
さ
れ
る
。

係
り
受
け
解
析
（
文
の
構
造
を
判
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照
応
解
決
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指
示
代
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等
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わ
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も
の
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同
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文
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定
（
二
つ
の
文
の
意
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は
同
一
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ど
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（
文
の
意
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を
常
識
で
理
解
）、
イ
メ
ー
ジ
同
定
（
文
章
を
図
や
グ

②
日
本
の
生
徒
は
他
国
に
比
べ
て

S
N
S
や
ゲ
ー
ム
に
費
や
す
時
間

が
多
い
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

使
用
を
制
限
し
て
、
読
書
や
グ

ル
ー
プ
学
習
の
時
間
を
増
や
す
べ

き
、
と
指
摘
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

　
A
I
（
人
工
知
能
）
を
使
っ
て

東
京
大
学
の
入
試
に
挑
戦
し
た

「
東
ロ
ボ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
国

立
情
報
学
研
究
所
新
井
紀
子
教
授

に
よ
る
）」
に
よ
れ
ば
、
A
I
は

人
間
の
常
識
に
基
づ
く
判
断
力
を

学
習
す
る
こ
と
が
不
得
意
な
こ
と

に
加
え
て
、
数
学
の
問
題
文
や
英

語
問
題
の
イ
ラ
ス
ト
を
理
解
す
る

力
が
乏
し
く
、
現
在
の
技
術
で
は

読
解
力
は
人
間
固
有
の
優
れ
た
能
力

　
経
済
協
力
開
発
機
構
（
O
E
C
D
）
が
進
め
て
い
る
P
I
S
A
と
呼
ば
れ
る
国

際
的
な
学
習
到
達
度
調
査
の
結
果
、
日
本
の
生
徒
（
十
五
歳
）
の
読
解
力
は
、
世

界
七
十
九
カ
国
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
急
激
に
下
降
（
二
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一
二
年
四
位
↓
二

〇
一
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年
十
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位
）
し
た
こ
と
が
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年
末
に
発
表
さ
れ
、
教
育
界
で
は
議
論
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
要
因
分
析
と
対
策
に
つ
い
て
は
、①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
上
（
C
B
T
方

式
）
で
行
わ
れ
る
調
査
に
日
本
人
は
不
慣
れ
な
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
全
国
の
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中
学
生
に
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人
一
台
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
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末
を
配
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す
る
と
の
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針
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あ
る
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方
、
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ラ
フ
と
比
べ
る
）、
具
体
例
同
定
（
言
葉
の
定
義
と
具
体
例
の
合
致
―
辞

書
と
理
数
系
教
科
書
の
由
来
に
よ
る
二
分
野
）

教
科
書
を
正
確
に
読
ん
で
理
解
す
る

　
文
部
科
学
省
に
よ
る
高
大
接
続
改
革
で
は
、新
し
い
学
力
の
三
要
素
と
し
て
「
知

識
・
技
能
」
に
加
え
て
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」、「
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
」

が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
（
二
〇
二
二
年
度
）
で
は
、

従
来
の「
国
語
総
合
」は「
言
語
文
化
」と「
現
代
の
国
語
」に
分
か
れ（
と
も
に
必
修
）、

現
代
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
論
理
的
か
つ
実
用
的
な
文
章
を
考
察
す
る
こ

と
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
「
論
理
国
語
（
選
択
）」
で
は
、
多
様
な
事
実

等
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
を
正
確
に
読
み
、
書
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
文
学
作
品
の
鑑
賞
と
は
異
な
る
読
解
力
が
、
こ
う
し

た
近
年
の
高
大
接
続
改
革
の
中
で
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
で
は
、
ど
う
し
た
ら
読
解
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
自

身
の
経
験
か
ら
述
べ
る
と
、
地
道
に
教
科
書
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
。

本
当
に
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
そ
の
要
旨
を
自
分
自
身
の
言
葉
で
ノ
ー

ト
に
書
い
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
測
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。「
ス
ワ
イ
プ
読
み
」

で
は
真
の
学
力
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
、高
校
で
学
ぶ
教
科
書
か
ら
出
題
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
、
ど
の
科
目
に
お
い
て
も
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を

た
だ
暗
記
す
る
だ
け
で
は
、
高
得
点
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
本
を
読
ん
だ
ら
、
感

想
文
だ
け
で
な
く
要
約
し
て
み
る
こ
と
。
ま
た
、
本
の
帯
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）

を
自
分
な
り
に
作
っ
て
み
る
こ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　「
リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン
桜
」
の
授
業
に
本
校
に
毎
月
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る
、
東

大
経
済
学
部
在
学
中
の
西
岡
壱
誠
さ
ん
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
東
大
読
書
」
の
中

で
「
本
を
た
だ
読
ん
で
は
い
け
な
い
。
本
の
読
者
で
は
な
く
、
著
者
に
取
材
す
る

記
者
の
気
持
ち
で
読
む
こ
と
、
つ
ま
り
記
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
な
ぜ
？
ど
う
し

て
？
と
考
え
る
、
書
い
て
あ
る
こ
と
は
本
当
？
と
疑
問
を
も
っ
て
自
分
で
考
え
て

み
る
こ
と
。」
を
勧
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
は
、
お
友
達
同
士
で
同
じ
本
を
読
ん
で
、

実
際
に
著
者
と
記
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
質
疑
を
交
わ
し
て
み
る
こ
と
も
楽
し

い
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン
桜

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

楽
し
む
心
を
も
っ
て

　
　
　自
分
を
奮
い
立
た
せ
る

　
皆
さ
ん
は
、
創
立
一
二
〇
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
本
校
に
学
ん
で
い
ま
す
。

西
暦
一
九
〇
〇
年
に
須
賀
栄
子
先
生
は
、

二
十
七
歳
の
若
さ
で
学
園
を
創
立
さ
れ
、

以
来
三
十
五
年
に
わ
た
り
、
生
徒
と
寝
食

を
共
に
し
て
、
共
和
の
精
神
に
よ
り
実
践

に
徹
す
る
気
品
高
い
女
性
の
育
成
に
身
を

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
当
時
の
女

性
と
し
て
は
最
高
の
教
育
を
受
け
、
英
語
、

理
科
、
裁
縫
な
ど
を
学
び
、
史
記
や
論
語

な
ど
の
漢
籍
に
も
通
暁
し
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
。

　
孔
子
は
、「
之
（
こ
れ
）
を
知
る
者
は
、之
を
好
む
者
に
如
か
ず
。
之
を
好
む
者
は
、

之
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
。（
論
語
第
十
四
雍
也
篇
）」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
物
事
を
知
っ
た
だ
け
で
は
、
そ
れ
を
好
き
な
人
に
は
及
ば
な
い
。
そ
れ
を
好
き
な

だ
け
で
は
、
そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
る
人
に
は
か
な
わ
な
い
。」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
も
し
勉
強
に
く
じ
け
そ
う
な
時
に
は
、
ぜ
ひ
自
分
と
周
り
を
見
つ

め
直
し
て
、
文
章
を
読
み
、
書
き
、
学
ぶ
楽
し
み
を
見
つ
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

単
に
大
学
受
験
の
た
め
で
は
な
く
、
A
I
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
読
解
力
を
高
め

る
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
方
法
を
見
つ
け
て
、
楽
し
ん
で
、
そ
し
て
再
び
心
を
奮

い
立
た
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

400

420

440

460

480

500

520

540

560

1日に
30分以上、
1時間未満

1日に
1時間以上、
2時間未満

1日に
2時間以上、
4時間未満

1日に
4時間以上、
6時間未満

1日に
6時間以上

1日に
30分未満

利用しない

読解力 数学的リテラシー 科学的リテラシー
読解力（OECD） 数学的リテラシー（OECD） 科学的リテラシー（OECD）

学校外での平日のインターネットの利用時間別の３分野の平均得点

日本

OECD平均

平均得点

問
一
（
係
り
受
け
解
析
）

江
戸
時
代
の
天
皇
と
朝
廷
は
、
幕
府
に
完
全
に
統
制
さ
れ
、
財
政
的
に
も
幕

府
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
幕
府
は
朝
廷
に
三
万
石
を
与
え
、
そ
の
な
か
か
ら

皇
族
や
公
家
は
家
格
に
応
じ
た
禄
高
を
得
て
い
た
。

右
記
の
文
か
ら
、か
っ
こ
の
中
に
当
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
語
句
の
番
号
は
？

公
家
は
（
　
　
　
）
か
ら
家
格
に
応
じ
た
禄
高
を
得
て
い
た
。

　
①
天
皇
　
②
幕
府
　
③
皇
族
　
④
朝
廷

問
二
（
同
義
文
判
定
）

原
子
に
含
ま
れ
る
電
子
の
数
と
陽
子
の
数
は
等
し
い
の
で
、
原
子
は
全
体
と

し
て
電
気
的
に
中
性
で
あ
る
。

右
記
の
文
と
以
下
の
文
が
表
す
内
容
は
同
じ
か
、
異
な
る
か
？

原
子
は
全
体
と
し
て
電
気
的
に
中
性
な
の
で
、
原
子
に
含
ま
れ
る
電
子
の
数

と
陽
子
の
数
は
等
し
く
な
る
。

　
①
同
じ
で
あ
る
　
②
異
な
る

問
三
（
推
論
）

日
本
の
面
積
は
、
約
三
八
〇
〇
万
ha
で
す
。
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年

の
間
、
毎
年
世
界
全
体
で
失
わ
れ
た
森
林
の
面
積
は
、
日
本
の
面
積
の
約
十

八
％
に
あ
た
り
ま
す
。

右
記
の
文
か
ら
下
記
の
文
は
ど
れ
に
あ
た
る
か
？

一
九
九
〇
年
か
ら
二
十
年
間
に
、
日
本
の
面
積
の
三
倍
以
上
の
森
林
が
世
界

全
体
で
失
わ
れ
た
。

　
①
正
し
い
　
②
ま
ち
が
っ
て
い
る
　
③
判
断
で
き
な
い
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A
I
は
東
大
に
合
格
で
き
な
い
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
読
解
力
は

A
I
に
取
っ
て
代
わ
れ
な
い
人
間

固
有
の
優
れ
た
能
力
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
ホ
ッ
と
す
る
お
話
で

す
。

　
私
は
、
文
章
や
図
表
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
上
か
紙
の
上
に

あ
る
か
に
は
関
わ
ら
ず
、
こ
う
し

た
読
解
力
こ
そ
が
真
の
学
力
の
基

礎
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
か
ら
、
勉
強
が
「
読
み
、
書
き
、

そ
ろ
ば
ん
」
と
言
わ
れ
て
き
た
所

以
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
と
は

　
先
ほ
ど
の
新
井
教
授
は
、「
事
実
に
つ
い
て
書
か
れ
た
短
文
を
正
確
に
読
む
ス
キ

ル
」
を
測
る
た
め
の
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
（
R
S
T
―
教
育
の
た
め

の
科
学
研
究
所
に
よ
る
）」
を
開
発
し
、
こ
の
二
年
間
に
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
十

一
万
人
が
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
。
本
校
の
国
語
科
の
先
生
も
先
日
、
東
京
で
受

験
し
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
、
七
項
目
の
選
択
式
二
十
八
問
を
実
質
三
十

分
で
回
答
す
る
簡
便
な
も
の
で
す
か
ら
、
今
年
は
、
皆
さ
ん
に
も
学
校
で
挑
戦
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
例
題
で
分
か
る
通
り
、
機
能
語
（
文
と
文
の
間
で
文
法
的
な
関
係
を
示
し
て
い

る
語
。
助
詞
、
前
置
詞
や
接
続
詞
、
例
え
ば
、
と
、
に
、
の
と
き
、
な
ら
ば
、
な
ど
）

を
正
確
に
理
解
し
な
い
と
、
正
解
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　R
S
T
の
例
題
（「
A
I
に
負
け
な
い
子
供
を
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
井
紀
子
二
〇
一
九
年
二
月
東
洋
経
済
新
報
社
）」
よ
り
）

（
注
）
R
S
T
は
、
以
下
の
七
項
目
か
ら
四
問
ず
つ
出
題
さ
れ
る
。

係
り
受
け
解
析
（
文
の
構
造
を
判
断
）、
照
応
解
決
（
指
示
代
名
詞
等
が

あ
ら
わ
す
も
の
）、
同
義
文
判
定
（
二
つ
の
文
の
意
味
は
同
一
か
ど
う
か
）、

推
論
（
文
の
意
味
を
常
識
で
理
解
）、
イ
メ
ー
ジ
同
定
（
文
章
を
図
や
グ

②
日
本
の
生
徒
は
他
国
に
比
べ
て

S
N
S
や
ゲ
ー
ム
に
費
や
す
時
間

が
多
い
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

使
用
を
制
限
し
て
、
読
書
や
グ

ル
ー
プ
学
習
の
時
間
を
増
や
す
べ

き
、
と
指
摘
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

　
A
I
（
人
工
知
能
）
を
使
っ
て

東
京
大
学
の
入
試
に
挑
戦
し
た

「
東
ロ
ボ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
国

立
情
報
学
研
究
所
新
井
紀
子
教
授

に
よ
る
）」
に
よ
れ
ば
、
A
I
は

人
間
の
常
識
に
基
づ
く
判
断
力
を

学
習
す
る
こ
と
が
不
得
意
な
こ
と

に
加
え
て
、
数
学
の
問
題
文
や
英

語
問
題
の
イ
ラ
ス
ト
を
理
解
す
る

力
が
乏
し
く
、
現
在
の
技
術
で
は

読
解
力
は
人
間
固
有
の
優
れ
た
能
力

　
経
済
協
力
開
発
機
構
（
O
E
C
D
）
が
進
め
て
い
る
P
I
S
A
と
呼
ば
れ
る
国

際
的
な
学
習
到
達
度
調
査
の
結
果
、
日
本
の
生
徒
（
十
五
歳
）
の
読
解
力
は
、
世

界
七
十
九
カ
国
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
急
激
に
下
降
（
二
〇
一
二
年
四
位
↓
二

〇
一
八
年
十
五
位
）
し
た
こ
と
が
昨
年
末
に
発
表
さ
れ
、
教
育
界
で
は
議
論
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
要
因
分
析
と
対
策
に
つ
い
て
は
、①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
上
（
C
B
T
方

式
）
で
行
わ
れ
る
調
査
に
日
本
人
は
不
慣
れ
な
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
全
国
の

小
中
学
生
に
一
人
一
台
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
を
配
備
す
る
と
の
方
針
が
あ
る
一
方
、
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ラ
フ
と
比
べ
る
）、
具
体
例
同
定
（
言
葉
の
定
義
と
具
体
例
の
合
致
―
辞

書
と
理
数
系
教
科
書
の
由
来
に
よ
る
二
分
野
）

教
科
書
を
正
確
に
読
ん
で
理
解
す
る

　
文
部
科
学
省
に
よ
る
高
大
接
続
改
革
で
は
、新
し
い
学
力
の
三
要
素
と
し
て
「
知

識
・
技
能
」
に
加
え
て
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」、「
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
」

が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
（
二
〇
二
二
年
度
）
で
は
、

従
来
の「
国
語
総
合
」は「
言
語
文
化
」と「
現
代
の
国
語
」に
分
か
れ（
と
も
に
必
修
）、

現
代
の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
論
理
的
か
つ
実
用
的
な
文
章
を
考
察
す
る
こ

と
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
「
論
理
国
語
（
選
択
）」
で
は
、
多
様
な
事
実

等
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
を
正
確
に
読
み
、
書
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
文
学
作
品
の
鑑
賞
と
は
異
な
る
読
解
力
が
、
こ
う
し

た
近
年
の
高
大
接
続
改
革
の
中
で
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
で
は
、
ど
う
し
た
ら
読
解
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
自

身
の
経
験
か
ら
述
べ
る
と
、
地
道
に
教
科
書
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
。

本
当
に
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
そ
の
要
旨
を
自
分
自
身
の
言
葉
で
ノ
ー

ト
に
書
い
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
測
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。「
ス
ワ
イ
プ
読
み
」

で
は
真
の
学
力
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
、高
校
で
学
ぶ
教
科
書
か
ら
出
題
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
、
ど
の
科
目
に
お
い
て
も
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を

た
だ
暗
記
す
る
だ
け
で
は
、
高
得
点
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
本
を
読
ん
だ
ら
、
感

想
文
だ
け
で
な
く
要
約
し
て
み
る
こ
と
。
ま
た
、
本
の
帯
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）

を
自
分
な
り
に
作
っ
て
み
る
こ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　「
リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン
桜
」
の
授
業
に
本
校
に
毎
月
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る
、
東

大
経
済
学
部
在
学
中
の
西
岡
壱
誠
さ
ん
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
東
大
読
書
」
の
中

で
「
本
を
た
だ
読
ん
で
は
い
け
な
い
。
本
の
読
者
で
は
な
く
、
著
者
に
取
材
す
る

記
者
の
気
持
ち
で
読
む
こ
と
、
つ
ま
り
記
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
な
ぜ
？
ど
う
し

て
？
と
考
え
る
、
書
い
て
あ
る
こ
と
は
本
当
？
と
疑
問
を
も
っ
て
自
分
で
考
え
て

み
る
こ
と
。」
を
勧
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
は
、
お
友
達
同
士
で
同
じ
本
を
読
ん
で
、

実
際
に
著
者
と
記
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
質
疑
を
交
わ
し
て
み
る
こ
と
も
楽
し

い
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン
桜

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

楽
し
む
心
を
も
っ
て

　
　
　自
分
を
奮
い
立
た
せ
る

　
皆
さ
ん
は
、
創
立
一
二
〇
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
本
校
に
学
ん
で
い
ま
す
。

西
暦
一
九
〇
〇
年
に
須
賀
栄
子
先
生
は
、

二
十
七
歳
の
若
さ
で
学
園
を
創
立
さ
れ
、

以
来
三
十
五
年
に
わ
た
り
、
生
徒
と
寝
食

を
共
に
し
て
、
共
和
の
精
神
に
よ
り
実
践

に
徹
す
る
気
品
高
い
女
性
の
育
成
に
身
を

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
当
時
の
女

性
と
し
て
は
最
高
の
教
育
を
受
け
、
英
語
、

理
科
、
裁
縫
な
ど
を
学
び
、
史
記
や
論
語

な
ど
の
漢
籍
に
も
通
暁
し
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
。

　
孔
子
は
、「
之
（
こ
れ
）
を
知
る
者
は
、之
を
好
む
者
に
如
か
ず
。
之
を
好
む
者
は
、

之
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
。（
論
語
第
十
四
雍
也
篇
）」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
物
事
を
知
っ
た
だ
け
で
は
、
そ
れ
を
好
き
な
人
に
は
及
ば
な
い
。
そ
れ
を
好
き
な

だ
け
で
は
、
そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
る
人
に
は
か
な
わ
な
い
。」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
も
し
勉
強
に
く
じ
け
そ
う
な
時
に
は
、
ぜ
ひ
自
分
と
周
り
を
見
つ

め
直
し
て
、
文
章
を
読
み
、
書
き
、
学
ぶ
楽
し
み
を
見
つ
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

単
に
大
学
受
験
の
た
め
で
は
な
く
、
A
I
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
読
解
力
を
高
め

る
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
方
法
を
見
つ
け
て
、
楽
し
ん
で
、
そ
し
て
再
び
心
を
奮

い
立
た
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

R
S
T
例
題
の
回
答
　
問
１
④
　
問
２
②
　
問
３
①

西岡さんと対談
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人
や
モ
ノ
・
情
報
の
、
国
境
を
越

え
た
移
動
が
活
発
化
し
て
い
る
現
在
、

そ
の
よ
う
な
「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
」
な

社
会
の
中
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
各
種
海

外
研
修
旅
行
、
留
学
生
の
派
遣
・
受

け
入
れ
、
英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
の

採
用
な
ど
を
通
し
た
国
際
教
育
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は

新
た
に
、生
徒
・
保
護
者
対
象
の
「
留

学
説
明
会
」
の
開
催
や
帰
国
子
女
入

試
の
実
施
な
ど
を
行
い
、
よ
り
、
世

界
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
環
境
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
春
休

み
に
は
「
高
校
生 Sustainable

S
um
m
it T

O
C
H
IG
I 2
0
2
0

」

を
宇
都
宮
共
和
大
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
J
T
B

が
主
催
す
るSD

Gs

（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、

難
関
大
学
に
在
籍
す
る
留
学
生
や
他

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
　〜
世
界
を
体
験
す
る
〜

の
高
校
生
と
の
協
働
を
通
し
て
持
続
可
能
な
世
界
の
実
現
を
様
々
な
視
点
か
ら
考

え
る
と
と
も
に
、
自
己
と
世
界
の
つ
な
が
り
を
知
り
、
自
己
の
役
割
を
認
識
す
る

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
来
年
度
よ
り
、
高
校
普

通
科
中
高
一
貫
お
よ
び
特
別
選
抜
コ
ー
ス
の
二
年
生
を
対
象
に
、
国
際
金
融
都
市

国
家
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
修
学
旅
行
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
中
学
で
は
一
年
生
の
学
力
強
化
合
宿
に
お
い
て
「TO

K
Y
O
G
LO
B
A
L

G
A
TEW

A
Y

（
東
京
英
語
村
）」
で
の
研
修
に
参
加
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
エ
リ

ア
（
エ
ア
ポ
ー
ト
ゾ
ー
ン
）
で
は
本
物
そ
っ
く
り
の
飛
行
機
の
機
内
で
ネ
イ
テ
ィ

ブ
講
師
の
C
A
と
英
会
話
を
し
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
エ
リ
ア
で

は
「
身
近
な
も
の
か
ら
効
果
音
を
作

り
出
そ
う
」、「
コ
マ
撮
り
作
品
を
作

ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
習
。
ど

ち
ら
も
普
段
の
生
活
で
は
味
わ
え
な

い
空
間
で
積
極
的
に
英
語
を
使
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
前
日
に
受
講
し

た
、
ア
ル
バ
・
エ
デ
ュ
代
表
の
竹
内

明
日
香
先
生
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

学
習
（「
は
な
す
ち
か
ら
」）
も
大
変

参
考
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー

特
　集

特
　集

本校で行われた留学説明会の様子

校内各所に設置された
プラズマディスプレイによる海外ニュース
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二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
　〜
リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン
桜
・
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
〜

　「
教
育
改
革
」
に
揺
れ
る
昨
今
、
し
か
し
、
急
激
に
変
化
す
る
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
、
知
識
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
知
識
を
い
か
に
主
体
的
に
活

用
し
て
生
き
抜
い
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、本
校
で
は「
リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン
桜
」と「
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
」

の
二
つ
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま
し
た
。

　
元
暴
走
族
の
リ
ー
ダ
ー
・
桜
木
建
二
が
、
偏
差
値
三
十
六
の
高
校
に
着
任
し
、

生
徒
を
東
大
に
合
格
さ
せ
る
ま
で
を
描
く
大
人
気
漫
画
『
ド
ラ
ゴ
ン
桜
』。
そ
の

名
を
冠
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

学
校
と
リ
ク
ル
ー
ト
（
ス
タ
デ
ィ
サ
プ

リ
）、
株
式
会
社
コ
ル
ク
・
東
龍
門
チ
ー

ム
が
連
携
し
て
難
関
大
学
合
格
を
目
指

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
内
容
は
、
普
通
科
特
別
選
抜
コ
ー
ス

一
年
生
に
対
す
る
、
現
役
東
大
生
に
よ

る
リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン
桜
授
業
や
学
習
法

コ
ー
チ
ン
グ
が
中
心
。夏
休
み
に
は「
夏

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
学
習
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
運
動
部
生
に
は
、
学

習
習
慣
の
定
着
と
授
業
内
容
理
解
の
積
み
重

ね
が
必
須
で
す
。
本
校
で
は
、
運
動
部
所
属

生
徒
に
対
し
、
文
武
両
道
に
対
す
る
意
識
を

喚
起
し
、
生
徒
の
充
実
し
た
高
校
生
活
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
高
校
一
年
生
よ
り
以
下

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
関
連
産
業
の
振
興
に
よ
り
、
生
徒
の
新
た

な
進
路
が
拓
か
れ
つ
つ
あ
る
中
、
一
般
か
ら

専
門
ま
で
の
幅
広
い
知
識
と
主
体
性
を
養
う

こ
と
で
、
自
分
に
最
も
適
し
た
将
来
を
見
つ

リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト

期
特
訓
」
も
実
施
し
ま
し
た
。
ス
タ
デ
ィ
サ
プ

リ
を
活
用
し
た
平
時
の
学
習
と
講
師
の
方
々
か

ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
も
と
に
進
路
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　
講
師
陣
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
東
京
大
学
経
済
学

部
四
年
生
の
西
岡
壱
誠
先
生
。『
東
大
読
書
』

な
ど
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
知
ら
れ
、
大
学
生
な

が
ら
、
多
方
面
で
活
躍
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
三
月
、
本
校
か
ら
も
長
沼
中
出
身
の
宮

田
先
輩
が
東
大
に
合
格
し
ま
し
た
。
先
輩
の
次

な
る
夢
は
箱
根
駅
伝
に
出
る
こ
と
。
私
た
ち
も

そ
れ
ぞ
れ
の
「
夢
」
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

け
ま
し
ょ
う
。

一
．
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
研
修

　
運
動
部
に
所
属
す
る
一
年
生
に
対
し
、
多
様
な
専
門
分
野
の
講
師
陣
に
よ
る
研

修
を
月
一
回
、
夏
休
み
に
は
「
夏
期
ア
ス
リ
ー
ト
研
修
」
を
実
施
し
ま
す
。

二
．「
す
ら
ら
」
に
よ
る
学
習
習
慣
の
定
着

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
材
「
す
ら
ら
」
を
活
用
し
た
学
習
を
教
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
、

学
習
習
慣
の
定
着
を
促
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
一
般
教
科

以
外
に
も
英
検
対
策
の
講
座
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
者
に
最

適
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
問
題
と
つ
ま
ず
き
診
断
を
Ａ
Ｉ
が
提
供
。
よ
り
効
果
的

な
学
習
が
可
能
で
す
。

三
．
定
期
的
な
個
別
面
談
に
よ
る
進
路
指
導

　
サ
ポ
ー
ト
教
員
に
よ
る
面
談
を
定
期
的
に
実
施
し
、
自
己
分
析
や
目
標
設
定
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー
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ハ
ン
ガ
リ
ー
東
京
五
輪
事
前
キ
ャ
ン
プ
予
定
地（
小
山
市
）に
て
お
も
て
な
し

ハンガリー音楽演奏と声楽披露

　
七
月
一
〇
日
（
水
）「
世
界
水
泳
選
手
権
」（
韓
国
）
に
む
け
て
、
小
山
市
で

テ
ス
ト
マ
ッ
チ
を
行
う
た
め
に
来
日
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
水
球
連
盟
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
歓
迎
夕
食
会
に
て
本
校
生
徒
・
職
員
が
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
学
習
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
運
動
部
生
に
は
、
学

習
習
慣
の
定
着
と
授
業
内
容
理
解
の
積
み
重

ね
が
必
須
で
す
。
本
校
で
は
、
運
動
部
所
属

生
徒
に
対
し
、
文
武
両
道
に
対
す
る
意
識
を

喚
起
し
、
生
徒
の
充
実
し
た
高
校
生
活
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
高
校
一
年
生
よ
り
以
下

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
関
連
産
業
の
振
興
に
よ
り
、
生
徒
の
新
た

な
進
路
が
拓
か
れ
つ
つ
あ
る
中
、
一
般
か
ら

専
門
ま
で
の
幅
広
い
知
識
と
主
体
性
を
養
う

こ
と
で
、
自
分
に
最
も
適
し
た
将
来
を
見
つ

選手の身長にビックリ！

選手との全体写真

ハンガリー特命
全権大使と握手

選手にお土産を
渡しました

け
ま
し
ょ
う
。

一
．
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
研
修

　
運
動
部
に
所
属
す
る
一
年
生
に
対
し
、
多
様
な
専
門
分
野
の
講
師
陣
に
よ
る
研

修
を
月
一
回
、
夏
休
み
に
は
「
夏
期
ア
ス
リ
ー
ト
研
修
」
を
実
施
し
ま
す
。

二
．「
す
ら
ら
」
に
よ
る
学
習
習
慣
の
定
着

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
材
「
す
ら
ら
」
を
活
用
し
た
学
習
を
教
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
、

学
習
習
慣
の
定
着
を
促
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
一
般
教
科

以
外
に
も
英
検
対
策
の
講
座
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
者
に
最

適
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
問
題
と
つ
ま
ず
き
診
断
を
Ａ
Ｉ
が
提
供
。
よ
り
効
果
的

な
学
習
が
可
能
で
す
。

三
．
定
期
的
な
個
別
面
談
に
よ
る
進
路
指
導

　
サ
ポ
ー
ト
教
員
に
よ
る
面
談
を
定
期
的
に
実
施
し
、
自
己
分
析
や
目
標
設
定
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
栃
木
県
が
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
決
ま
り
、

選
手
た
ち
の
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
様
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
郷
土
料
理
「
グ
ヤ
ー
シ
ュ
」
と
伝
統
の
ス

全
権
大
使
パ
ラ
ノ
ビ
チ
・
ノ
ル
バ
ー
ト
様
、
栃
木
県
総
合
政
策
部
の
皆
様
に
は

お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
皆
様
、
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
金

メ
ダ
ル
」
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ー
ツ
（
四
種
類
）
を
作
っ
て
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

　
宇
短
附
音
楽
科
の
阿
久
津
先
生
御
夫
妻
と
鎌
田
先
生
に
は
、
国
家
や
日
本
の
唱

歌
な
ど
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
栃
木
県
北
村
副
知
事
、
小
山
市
大
久
保
市
長
、
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
特
命

ハンガリー音楽演奏と声楽披露

チ
ー
ム
歓
迎
夕
食
会
に
て
本
校
生
徒
・
職
員
が
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た

グヤーシュ

リンツァ
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七
月
一
〇
日
（
水
）「
世
界
水
泳
選
手
権
」（
韓
国
）
に
む
け
て
、
小
山
市
で

テ
ス
ト
マ
ッ
チ
を
行
う
た
め
に
来
日
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
水
球
連
盟
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
歓
迎
夕
食
会
に
て
本
校
生
徒
・
職
員
が
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

仏
ヴ
ォ
ー
ク
リ
ュ
ー
ズ
県
・
栃
木
県
友
好
三
十
周
年
〜
世
界
一
の
パ
ティ
シ
エ
に
よ
る
講
習
会
開
催
〜

　
令
和
元
年
十
一
月
十
三
日
（
水
）、
栃
木
県
と
の
友
好
三
十
周
年
を
記
念
し
て

仏
ヴ
ォ
―
ク
リ
ュ
ー
ズ
県
モ
ー
リ
ス
シ
ャ
ベ
ー
ル
県
議
会
議
長
ほ
か
十
四
名
の
視

察
団
が
来
県
さ
れ
、
十
六
日
（
土
）
ま
で
本
校
と
の
交
流
を
更
に
深
め
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
五
日
（
金
）
に
は
「
世
界
一
の
パ
テ
ィ
シ
エ
」
ジ
ャ
ン
ク
リ
ス
ト
フ
・

ヴ
ィ
ッ
ト
先
生
が
来
校
さ
れ
、
午
前
中
は
和
の
伝
統
文
化
を
体
験
頂
き
ま
し
た
。

午
後
は
パ
テ
ィ
シ
エ
講
習
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
夢
の
よ
う
な
経
験
が
で
き

ま
し
た
。

お箏でお出迎え

和食天ぷらを
一緒に仕込み

茶道を体験

フィナンシェの
生地を作成

ヴィット先生から
サインをいただきました

プロの卒業生にも
お手伝いいただきました

　
栃
木
県
が
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
決
ま
り
、

選
手
た
ち
の
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
様
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
郷
土
料
理
「
グ
ヤ
ー
シ
ュ
」
と
伝
統
の
ス

全
権
大
使
パ
ラ
ノ
ビ
チ
・
ノ
ル
バ
ー
ト
様
、
栃
木
県
総
合
政
策
部
の
皆
様
に
は

お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
皆
様
、
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
金

メ
ダ
ル
」
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ン
ク
リ
ス
ト
フ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
先
生
は
パ
テ
ィ
シ
エ
の
二
〇
一
四
年
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
に
は
Ｍ
Ｏ
Ｆ（
国
家
最
優
秀
職
人
章
の
称

号
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
リ
ー
ブ
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
ヴ
ィ
ッ
ト
先
生
に
教
わ
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち

の
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ツ
（
四
種
類
）
を
作
っ
て
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

　
宇
短
附
音
楽
科
の
阿
久
津
先
生
御
夫
妻
と
鎌
田
先
生
に
は
、
国
家
や
日
本
の
唱

歌
な
ど
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
栃
木
県
北
村
副
知
事
、
小
山
市
大
久
保
市
長
、
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
特
命
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ト
ピ
ッ
ク
ス

　
昨
年
日
本
を
横

断
し
た
台
風
十
九

号
。
本
県
に
も
大

き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
皆
様
に

は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
イ
ン
タ
ー
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
は
、

会
長
の
普
通
科
二

年
・
熊
本
勇
太
郎

君
の
呼
び
か
け
に

よ
り
、
学
校
祭
で

募
金
活
動
を
実
施
。

来
校
者
の
方
々
、
宇
都
宮
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
様
、
お
よ
び
本
校
生
徒
・
職
員
の
善
意
の
募

金
と
ク
ラ
ブ
の
活
動
費
か
ら
、
栃
木
県
庁
内
「
令
和

元
年
台
風
第
十
九
号
栃
木
県
災
害
義
援
金
」
に
寄
付

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
十
月
に
は
世
界
遺
産
で
あ
る
首
里
城

が
全
焼
。
沖
縄
は
も
と
よ
り
日
本
中
が
驚
き
と
悲
し

み
で
包
ま
れ
ま
し
た
。
修
学
旅
行
で
の
見
学
を
楽
し

み
に
し
て
た
本
校
二
年
生
。
見
学
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
生
徒
評
議
会
に
て
見
学
料
の
返
金
分
を
沖

縄
県
に
寄
付
す
る
こ
と
に
決
定
。

　
一
刻
も
早
い
復
旧
・
再
建
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
令
和
二
年
一
月
十
五
日
（
水
）、「
い
ち
ご
王
国
の

夕
」
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
栃
木
県
庁
で
開
催
さ
れ
、

本
校
生
徒
・
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
生
活
教
養
科
生
徒
は
、
県
生
花
商
協
同
組
合
の
ご

協
力
に
よ
る
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ブ
ー
ケ
を
手
に
、
自
ら
デ

ザ
イ
ン
・
制
作
し
た
ド
レ
ス
を
披
露
。
と
ち
ぎ
観
光

い
ち
ご
園
連
絡
協
議
会
ご
提
供
の
大
粒
の
完
熟
ス
カ

イ
ベ
リ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
写
真
は
、
い
ち
ご
王

国
国
王
・
福
田
知
事
の
ア
テ
ン
ド
を
務
め
た
王
女
役

の
生
徒
二
名
で
す
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
調
理
科
・
パ
テ
ィ
シ
エ
部
の
生
徒
と

宇
短
大
食
物
栄
養
学
科
の
学
生
が
栃
木
県
産
の
い
ち

ご
を
使
用
し
て
製
作
し
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
や
タ
ル

ト
な
ど
を
販
売
。「
お
い
し
そ
う
ね
」
と
い
う
お
客

様
の
お
声
が
け
が
何
よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

「
い
ち
ご
王
国
の
夕
」
記
念

　
　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
！

台
風
十
九
号
栃
木
県
災
害
義
援
お
よ
び

　  

沖
縄
県
首
里
城
再
建
支
援
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

募
金
活
動
報
告
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昨
年
三
月
、
多
く
の
先
輩
方
が
東
大
を
は
じ
め
と

す
る
難
関
大
学
に
合
格
し
ま
し
た
。
写
真
の
先
輩
は
、

東
京
大
学
に
合
格
し
た
宮
田
一
馬
君（
長
沼
中
出
身
）

と
東
京
工
業
大
学
に
合
格
し
た
大
沼
弘
君
（
南
河
内

第
二
中
出
身
）
で
す
。
先
輩
た
ち
は
高
い
志
の
下
、

常
に
自
己
の
現
状
を
分
析
し
、
学
習
・
生
活
の
両
面

に
お
い
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
自
分
に
最
適

な
受
験
環
境
を
作
っ
て
い
っ
た
と
の
こ
と
。

　
卒
業
生
の
力
強
い
歩
み
を
励
み
に
、
現
役
高
校
生

諸
君
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

東
京
大
学
を
は
じ
め
、

　
　
　
　
　
難
関
大
学
に
多
数
合
格
！
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十
二
月
二
十
日
、

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
交

番
の
ガ
ラ
ス
を
、

酔
っ
払
い
が
割
る

と
い
う
事
件
が
発

生
。
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
七
久
保

君
・
長
谷
君
・
安

藤
さ
ん
の
三
人
が
、

事
件
の
様
子
を
警

察
に
伝
え
、
犯
人

逮
捕
に
協
力
し
ま

し
た
。

　
一
月
九
日
、
宇

都
宮
東
警
察
署
長

が
本
校
に
来
校
。

感
謝
状
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宇
都
宮
東
警
察
署
長
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
！

　
七
久
保
　
裕
隆
君
・
長
谷
　
颯
人
君
・

　
安
藤
　
愛
夏
さ
ん
（
情
報
商
業
科
３
年
）

　「
〝
な
す
ひ
か
り
〞
と
〝
と
ち
ぎ
の
星
〞
を
食
べ

よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、「
と
ち
ぎ

と
ち
ぎ
の
お
に
ぎ
り
ス
タ
ー
誕
生
！

お
に
ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
受
賞
！
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在
校
生
の
活
躍

　
第
四
十
三
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
弁
論
部

門
に
お
い
て
、
阿
賀
さ
ん
が
第
二
位
・
文
化
庁
長
官

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
自
身
が
目
の
当
た
り
に
し
た
ア
フ
リ
カ
の
ス
ラ
ム

の
現
実
を
「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
臨
ん
だ
今
大
会
。
阿
賀
さ

ん
の
問
い
か
け
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
会
場
に

し
っ
か
り
と
届
い
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
功
績
に
よ
り
、

阿
賀
さ
ん
は
栃
木
県
高
校
文
化

芸
術
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

弁
論
全
国
第
二
位
・
文
化
庁
長
官
賞
受
賞
！

　
　
　
阿
賀
　
愛
紗
さ
ん

　
　
　
　
　
（
普
通
科
特
進
コ
ー
ス
２
年
）

ん
の
問
い
か
け
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
会
場
に

し
っ
か
り
と
届
い
た
よ
う
で
す
。

阿
賀
さ
ん
は
栃
木
県
高
校
文
化

の
お
に
ぎ
り
ス
タ
ー

誕
生
！
お
に
ぎ
り
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
開
催

さ
れ
、
一
一
三
三
点

の
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
本
校
調
理
科
三

年
佐
藤
湖
雪
さ
ん
の

作
品
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
の
作
品

は
「
と
ち
ぎ
い
っ
ぱ

い
！
栄
養
満
点
カ
ラ

フ
ル
お
に
ぎ
り
」。
か
ん
ぴ
ょ
う
や
ニ
ラ
な
ど
県
産

の
食
材
を
た
っ
ぷ
り
つ
か
っ
た
肉
巻
き
お
に
ぎ
り

で
、
本
校
学
食
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
販
売

さ
れ
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
今
年
で
創
部
九
年

目
を
迎
え
た
硬
式
野

球
部
。

　
七
月
二
十
日
に
栃

木
県
総
合
運
動
公
園

野
球
場
で
行
わ
れ
た

第
一
〇
一
回
全
国
高

等
学
校
野
球
選
手
権

栃
木
県
大
会
三
回
戦

に
お
い
て
、
シ
ー
ド

の
強
豪
校
に
勝
利
し
、

創
部
以
来
初
と
な
る

夏
の
大
会
ベ
ス
ト
８

硬
式
野
球
部
　
初
の
ベ
ス
ト
８

に
進
出
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
上
位
の
成
績
を
目
指
し
て
、
二
〇
一
七
年

六
月
に
飯
田
町
に
完
成
し
た
全
面
人
工
芝
の
専
用
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



　須賀学園は、昨年11月3日で創立119周年の記念日を迎えました。学園創立120周年の記
念すべき年となる今年には、記念式典や演奏会、調理科創設50周年の祝賀会を開催しま
す。本学園の教育実践の全容が広く内外に示されることを願っています。
　思えば、本学園は、明治33年（1900年）に須賀栄子先生によって創立されました。栄子先
生は、女子に最も喫緊な技芸を教授され、その時代と境遇に順応すべき実践的婦人の養
成を本学教育の趣旨となし、共和裁縫教習所から明治34年共和裁縫女學校、大正13年
宇都宮須賀女學校、昭和7年宇都宮女子高等職業學校と校名を改め、学校を発展させて
ゆかれました。その後を第2代校長の須賀友正先生が受け継がれ、昭和21年須賀高等女
學校、同23年学制改革により宇都宮須賀高等学校と校名変更をし、さらに同42年宇都
宮短期大学（音楽科）を新設し、現在の宇都宮短期大学附属高等学校となりました。
　その友正先生の後を引き継がれたのが、第3代校長の須賀淳先生（須賀学園学園長）
です。先生は、昭和58年宇都宮短期大学附属中学校（中・高6か年一貫教育）を併設され、
宇都宮共和大学の開学、宇都宮短期大学の学科増設、須賀学園教育会館および第2グラン
ドの新設と、学園を大きく発展されました。
　そして、現在、平成27年4月に第4代校長に就任なさった須賀英之先生のもと、第3体育
館と硬式野球場が新設されました。また、昨年4月には宇都宮短期大学に食物栄養学科
が開設されました。
　本校の生活目標である「一人は一校を代表する」という言葉（本誌の巻頭を参照）の意
味は、本校生徒の一人一人が、それぞれに自らの価値を知り、その価値を自覚して生活するこ
とこそ人間の大きな喜びにつながり、幸福への第一歩にもなるというものです。ここには、創
立者須賀栄子先生が掲げられた「全人教育（人間形成の教育）」の精神が、120年かわらず
に脈 と々生きづいています。
　また、現在に至るまで、本校にはいくつかの校章がありましたが、現在の校章は、カタカナ
の「ス」の文字を3個組み合わせて図案化した須賀家の合印で、その中央に「髙」の文字が挿
入されています。（合印とは、昔戦場で敵味方が入り乱れて戦うとき、その背に負って、敵
か味方かが見分けられるようにしたものです。）これは、須賀家の家系譜からデザインし
て第2代校長の須賀友正先生が校章と定められたもので、文字は金色、生地は純白色で
すっきりとしており、いかにも清潔な感じのする校章です。現校旗と同じ、昭和34年11月3
日に、創立60周年記念事業の一環として制定されました。

校 史 と 校 章◆　◆ ◆　◆

　
こ
の
た
び
、
私
の
作
品
が
「
ひ
め
ま
つ
」
の
表
紙

に
選
ば
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
光
栄
に
思
い
ま

す
。

　
今
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
の
元
号
改
正
と
い
う

歴
史
的
な
年
で
し
た
。こ
れ
に
あ
た
り「
令
和
カ
ラ
ー
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
絵
の
背
景
の
市
松
模

様
を
彩
る
の
は
そ
の
梅
、
菫
、
桜
の
三
色
で
す
。
そ

こ
に
国
花
で
あ
る
桜
の
モ
チ
ー
フ
を
合
わ
せ
、
新
し

い
時
代
に
向
か
う
日
本
を
表
現
し
ま
し
た
。

　
令
和
と
い
う
元
号
は
、万
葉
集
に
収
め
ら
れ
た
「
梅

花
歌
」
の
「
初
春
の
令
月
に
し
て
気
淑
く
風
和
ぎ
、

梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
き
、
蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
す
」

と
い
う
序
文
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
は
、

「
人
々
が
花
の
よ
う
に
明
日
へ
の
希
望
を
咲
か
せ
る
」

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
、
日
々
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
し
て

い
る
、
こ
の
平
和
で
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝
し
、
明

日
へ
の
希
望
を
胸
に
日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

普
通
科
中
高
一
貫
コ
ー
ス
　

一
年
一
組
　
今
井
　
彩
綾

表
紙
の
こ
と
ば
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『Say cheese』
修学旅行  沖縄県首里城にて
3年1組　水沼 愛実

高文祭写真展 入  選


